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1. はじめに 

 TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）や

OECM（保護地域以外で生物多様性保全に資する地

域）など、経済活動が生物多様性に依存しているとの国

際的な認識が進み、既存の保護地域に加えて、都市や

工場などの敷地を活用した生物多様性の保全が求めら

れている。 

わが国でも、民間の取組を活用した生物多様性の保

全を目的に、2023 年から「自然共生サイト」の登録が開

始され、国立公園などの保護地域に加え、事業者、民

間団体などが所有する様々な区域が認定され、その中

には都市緑地も含まれている。今後、都市の緑地は、利

用者にとって魅力的な空間であると同時に、生物多様

性を保全する空間であることが求められる。 

日本の生物多様性をみると、南北に長い国土に伴う気候の変化や、大陸との分断や接続に伴う歴史

的な要因によって、地域ごとに異なる生物が分布している。また、地域ごとに異なる生物は、生物多様性

の変化に加えて、四季の変化に代表される地域ごとの魅力的な自然景観を提供している。したがって、

生物多様性の保全と魅力ある空間づくりを両立するためには、地域の自然景観をモデルとした空間づく

りが有効であると言える。筆者らはこれまで、富士南陵工業団地の森をはじめ、多くの自然景観を緑化

に取り入れてきた（図-１）。自然景観の再現には、地域ごとに植物の構成や目標とする景観が異なるこ

とから、生態学的な情報に基づく計画手法や、景観を構成する材料の調達、維持管理手法などの様々

な課題が存在する。中でも、地域ごとに異なる在来植物の入手が困難であった。現在、緑化で安定して

流通する在来植物は 500 種に満たない。日本の在来植物は約 5,685 種と言われるのに対し 1)、全体の

10%に満たない在来植物では地域ごとに異なる自然景観を再現することは困難である。 

「地域性種苗」は、地域の遺伝的特徴を持つ緑化植物であり、地域の生物多様性、中でも遺伝的多

様性の保全の観点から利用が進んでいる。市場に流通する緑化植物と異なり、地域性種苗は受注生産

によって供給される。地域性種苗の供給では、計画ごとに緑化予定地近隣から様々な植物の種子を採

取して苗を生産することから、生物多様性の保全にとどまらず、市場に流通しない在来植物を利用でき

る利点がある。  

よって本稿では、地域の在来植物の持続可能な供給を推進するため、①市場に流通する在来植物と、

地域性種苗生産に伴う在来植物の供給実態を明らかにすること、②地域性種苗生産者の地理的な分

布をもとに、地域の在来植物の持続可能な供給について考察することを目的とする。 

 

2. 地域性種苗生産に伴う在来植物の供給実態 

2.1 市場に流通する在来植物 

市場に流通する在来植物については、緑化計画で用いられる 2 つの主要な書籍をもとに集計した 2,3)。

それぞれに掲載されている種数を集計し、重複を除いたものを本稿では「市場に流通する在来植物」と

図-1 富士南陵工業団地 
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した。在来植物には複数の和名を持つものがあり、例として、サネカズラ Kadsura japonica は緑化ではし

ばしばビナンカズラと表記される。和名の違いによる同種の重複を避けるため、学名が表記されたもの

は学名に従い、和名のみ記載されたものは標準和名に表記を修正したのち、集計を行った。同じ種で

あっても遺伝的に異なる可能性のある亜種以下の分類群については分けて集計し、サクラなど、種を特

定できない表記については集計から除外した。 

集計の結果、市場に流通する在来植物は 332 種であることが明らかとなった（表-1）。日本の在来植

物の種数が 5,685 種 1)とされることから、市場に流通する在来植物は全体のおおよそ 5.8%であることが

推測される。ただし、ここで示す 332 種は、市場に流通する在来植物のおおよその種数を明らかにする

ことを目的とした種数であり、生産者の在庫状況や地域によって種数が増減すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

2.2 地域性種苗として供給される在来植物 

地域性種苗生産に伴う在来植物の供給実態を明らかにするため、筆者らが所属する社内 10 件と社

外から提供を受けた 16 件の合計 26 件のプロジェクトごとの供給実績に加え、一般社団法人日本植木

協会が提供する地域性苗木の在庫情報 4)に基づいて、地域性種苗として供給される在来植物を集計し、

重複を除いたものを「地域性種苗として供給される在来植物」とした。 

 集計の結果、地域性種苗として少なくとも 542 種の在来植物が供給されていることが明らかとなった

（表-2）。ただし、ここで示す種数は、26 件の限られた事例によるものであり、実態としてはさらに多くの在

来植物が地域性種苗として供給されていると考えられる。加えて、地域性種苗は緑化計画地周辺から

種子や苗を採取して供給されるため、例えば 2 年など、生産期間に余裕を持たせた発注をすることで、

種子や苗の採取機会が増加し、より多くの在来植物を供給することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

2.3 地域性種苗生産に伴う在来植物の供給効果と傾向 

地域性種苗として供給される在来植物 542 種から市場に流通する在来植物 332 種との重複を除いた

ものを「流通しない在来植物」として集計した。また、地域性種苗による在来植物供給の傾向を評価する

ため、地域性種苗として供給される在来植物、市場に流通する在来植物、流通しない在来植物につい

て草本と木本に分けて集計を行った。 

集計の結果、流通しない在来植物は355 種であり、地域性種苗の約 65.5%は市場に流通しておらず、

地域性種苗の供給に伴って多くの流通しない在来植物が供給されていることが明らかとなった（表-3）。

また、供給の傾向として、市場に流通する在来植物は草本に対して木本が多く供給されているのに対し、

地域性種苗として供給される在来植物は草本が多く供給されている傾向が確認された（表-3）。地域性

種苗として供給される在来植物の草本の割合が高い要因としては、地域性種苗は自然再生などを目的

として使用されることが多く、通常の緑化に比べて、水辺や草地など、草本の割合が高い景観づくりに

表-1 市場に流通する在来植物 

表-2 地域性種苗として供給される在来植物 

建設物価 造園ハンドブック
149種 302種 119種 332種

主要書籍 重複 市場に流通する在来植物

⾃社実績（10件） 社外実績（16件） 植⽊協会⽣産 重複 合計

298種 322種 185種 263種 542種
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使用されること、自然再生に不可欠である、草本が中心の下層植生を含めた緑化計画がされていること

などが考えられる。本研究で集計した地域性種苗として供給される在来植物を表-4 に示す。これらの在

来植物は供給実績があることから、地域固有の生物多様性の保全と魅力的な空間づくりを両立できる

材料としての活用が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイアシ 草本 オカトラノオ 草本 コナラ ⽊本 ツタウルシ ⽊本 ヒメアオキ ⽊本 ヤブマメ 草本
アオウキクサ 草本 オカヒジキ 草本 コハウチワカエデ ⽊本 ツヅラフジ 草本 ヒメイズイ 草本 ヤブミョウガ 草本
アオキ ⽊本 オキナグサ 草本 コバギボウシ 草本 ツボスミレ 草本 ヒメウズ 草本 ヤブムラサキ ⽊本
アオダモ ⽊本 オクモミジハグマ 草本 コバノガマズミ ⽊本 ツユクサ 草本 ヒメクグ 草本 ヤブラン 草本
アオハダ ⽊本 オトギリソウ 草本 コバノタツナミ 草本 ツリガネニンジン 草本 ヒメコウゾ ⽊本 ヤマアジサイ ⽊本
アカガシ ⽊本 オトコエシ 草本 コバノミツバツツジ ⽊本 ツリバナ ⽊本 ヒメジソ 草本 ヤマイ 草本
アカシデ ⽊本 オトコヨウゾメ ⽊本 コバンノキ ⽊本 ツリフネソウ 草本 ヒメシャガ 草本 ヤマウグイスカグラ ⽊本
アカソ 草本 オトコヨモギ 草本 コブシ ⽊本 ツルカノコソウ 草本 ヒメシャラ ⽊本 ヤマウコギ ⽊本
アカマツ ⽊本 オニグルミ ⽊本 ゴマキ ⽊本 ツルグミ ⽊本 ヒメハギ 草本 ヤマウルシ ⽊本
アカメガシワ ⽊本 オニシバリ ⽊本 コマツナギ ⽊本 ツルボ 草本 ヒメミズワラビ 草本 ヤマカモジグサ 草本
アキグミ ⽊本 オニスゲ 草本 コマユミ ⽊本 ツワブキ 草本 ヒメヤブラン 草本 ヤマグワ ⽊本
アキニレ ⽊本 オニタビラコ 草本 コメツガ ⽊本 テイカカズラ ⽊本 ヒメユズリハ ⽊本 ヤマコウバシ ⽊本
アキノキリンソウ 草本 オニツルウメモドキ ⽊本 コモチマンネングサ 草本 テリハノイバラ ⽊本 ヒヨドリバナ 草本 ヤマザクラ ⽊本
アキノタムラソウ 草本 オニヤブソテツ 草本 ゴンズイ ⽊本 テンキグサ 草本 ヒロハクサフジ 草本 ヤマジノホトトギス 草本
アキノミチヤナギ 草本 オモダカ 草本 サイカチ ⽊本 トキソウ 草本 フキ 草本 ヤマツツジ ⽊本
アケビ ⽊本 オモト 草本 サイハイラン 草本 トキリマメ 草本 フクジュソウ 草本 ヤマドリゼンマイ 草本
アサダ ⽊本 カクレミノ ⽊本 サカキ ⽊本 トキワハゼ 草本 フジ ⽊本 ヤマノイモ 草本
アズキナシ ⽊本 カゴノキ ⽊本 サギゴケ 草本 トキンソウ 草本 フジウツギ ⽊本 ヤマハギ ⽊本
アズマネザサ 草本 カサスゲ 草本 サギソウ 草本 トクサ 草本 フジカンゾウ 草本 ヤマハゼ ⽊本
アゼガヤツリ 草本 カシワ ⽊本 サネカズラ 草本 トチノキ ⽊本 フトボナギナタコウジュ 草本 ヤマハッカ 草本
アゼトウナ 草本 カスミザクラ ⽊本 サラシナショウマ 草本 トベラ ⽊本 ブナ ⽊本 ヤマブキ ⽊本
アゼナ 草本 カゼクサ 草本 サルトリイバラ 草本 トマリスゲ 草本 フモトシダ 草本 ヤマブキソウ 草本
アゼナルコ 草本 カタクリ 草本 サルナシ ⽊本 ナガバジャノヒゲ 草本 フユイチゴ 草本 ヤマブドウ ⽊本
アセビ ⽊本 カツラ ⽊本 サワグルミ ⽊本 ナガバノコウヤボウキ ⽊本 フユノハナワラビ 草本 ヤマボウシ ⽊本
アブラチャン ⽊本 カナクギノキ ⽊本 サワフタギ ⽊本 ナガバモミジイチゴ ⽊本 ヘクソカズラ 草本 ヤマホタルブクロ 草本
アベマキ ⽊本 カナメモチ ⽊本 サワラン 草本 ナギナタコウジュ 草本 ベニシダ 草本 ヤマモモ ⽊本
アマチャヅル 草本 カニクサ 草本 サンカクヅル ⽊本 ナキリスゲ 草本 ヘビイチゴ 草本 ヤマユリ 草本
アラカシ ⽊本 ガマズミ ⽊本 サンショウ ⽊本 ナツツバキ ⽊本 ヘラノキ ⽊本 ヤワラスゲ 草本
アリドオシ ⽊本 カマツカ ⽊本 シオクグ 草本 ナツハゼ ⽊本 ホウチャクソウ 草本 ユキノシタ 草本
アワブキ ⽊本 カモノハシ 草本 シオデ 草本 ナナカマド ⽊本 ホオノキ ⽊本 ユクノキ ⽊本
イイギリ ⽊本 カヤ ⽊本 シキミ ⽊本 ナニワズ ⽊本 ホシダ 草本 ユズリハ ⽊本
イカリソウ 草本 カヤツリグサ 草本 シシガシラ 草本 ナミキソウ 草本 ホソイ 草本 ヨシ 草本
イグサ 草本 カラスザンショウ ⽊本 シバ 草本 ナラガシワ ⽊本 ホソエカエデ ⽊本 ヨモギ 草本
イソギク 草本 カラスノゴマ 草本 シブカワツツジ ⽊本 ナルコユリ 草本 ホソバカナワラビ 草本 ラセイタソウ 草本
イソスミレ 草本 カラスビシャク 草本 シマカンギク 草本 ナワシロイチゴ 草本 ホソバハマアカザ 草本 リュウキンカ 草本
イタヤカエデ ⽊本 カワラナデシコ 草本 シモツケ ⽊本 ナワシログミ ⽊本 ホソバワダン 草本 リュウノウギク 草本
イヌガヤ ⽊本 カワラヨモギ 草本 シャジクモ 草本 ナンブアザミ 草本 ホタルイ 草本 リョウブ ⽊本
イヌザクラ ⽊本 カンアオイ 草本 シャシャンボ ⽊本 ニオウヤブマオ 草本 ホタルカズラ 草本 リョウメンシダ 草本
イヌザンショウ ⽊本 ガンクビソウ 草本 ジャノヒゲ 草本 ニガイチゴ ⽊本 ホタルブクロ 草本 リンドウ 草本
イヌシデ ⽊本 キカシグサ 草本 シャリンバイ ⽊本 ニシキウツギ ⽊本 ボタンヅル 草本 ワダン 草本
イヌタデ 草本 キキョウ 草本 シュウブンソウ 草本 ニシキギ ⽊本 ボタンボウフウ 草本 ワラビ 草本
イヌツゲ ⽊本 キジカクシ 草本 ジュウモンジシダ 草本 ニリンソウ 草本 ホトトギス 草本 ワレモコウ 草本
イヌビワ ⽊本 キチジョウソウ 草本 シュンラン 草本 ニワトコ ⽊本 マイヅルソウ 草本
イヌブナ ⽊本 キヅタ ⽊本 ショウジョウバカマ 草本 ヌカキビ 草本 マサキ ⽊本
イヌホタルイ 草本 キツネノカミソリ 草本 シラカシ ⽊本 ヌスビトハギ 草本 マスクサ 草本
イヌワラビ 草本 キツネノボタン 草本 シラカンバ ⽊本 ヌルデ ⽊本 マタタビ ⽊本
イノコヅチ 草本 キツネノマゴ 草本 シラキ ⽊本 ネコノシタ 草本 マツカゼソウ 草本
イノモトソウ 草本 キハダ ⽊本 シラヤマギク 草本 ネズミサシ ⽊本 マツバイ 草本
イブキシモツケ ⽊本 キバナアキギリ 草本 シリブカガシ ⽊本 ネズミモチ ⽊本 マテバシイ ⽊本
イボクサ 草本 キブシ ⽊本 シロダモ ⽊本 ネムノキ ⽊本 マメザクラ ⽊本
イボタノキ ⽊本 キュウリグサ 草本 シロモジ ⽊本 ノイバラ ⽊本 マユミ ⽊本
イロハモミジ ⽊本 キランソウ 草本 シロヤマブキ ⽊本 ノグルミ ⽊本 マルバアオダモ ⽊本
イワウメヅル ⽊本 キンギンボク ⽊本 ジングウツツジ ⽊本 ノゲシ 草本 マルバウツギ ⽊本
イワダレソウ 草本 キンミズヒキ 草本 スイカズラ 草本 ノコギリソウ 草本 マルバノキ ⽊本
イワニガナ 草本 クコ ⽊本 スギナ 草本 ノコンギク 草本 マルバヤナギ ⽊本
ウキクサ 草本 クサイチゴ 草本 ススキ 草本 ノシラン 草本 マンリョウ ⽊本
ウグイスカグラ ⽊本 クサギ ⽊本 スズメノテッポウ 草本 ノハナショウブ 草本 ミズキ ⽊本
ウスノキ ⽊本 クサコアカソ 草本 スズメノヤリ 草本 ノハラアザミ 草本 ミズナラ ⽊本
ウツギ ⽊本 クサネム 草本 スダジイ ⽊本 ノビル 草本 ミズヒキ 草本
ウツボグサ 草本 クサボケ ⽊本 ズダヤクシュ 草本 ノブキ 草本 ミズマツバ 草本
ウバメガシ ⽊本 クサヨシ 草本 ズミ ⽊本 ノブドウ 草本 ミズメ ⽊本
ウバユリ 草本 クヌギ ⽊本 スミレ 草本 ノリウツギ ⽊本 ミズワラビ 草本
ウマノアシガタ 草本 クマシデ ⽊本 セキショウ 草本 バイカツツジ ⽊本 ミゾシダ 草本
ウメモドキ ⽊本 クマノミズキ ⽊本 セリ 草本 ハウチワカエデ ⽊本 ミゾソバ 草本
ウラギク 草本 クマヤナギ ⽊本 センダイハギ 草本 ハクウンボク ⽊本 ミソハギ 草本
ウラジロガシ ⽊本 クマワラビ 草本 セントウソウ 草本 ハコネウツギ ⽊本 ミゾハコベ 草本
ウラジロノキ ⽊本 クリ ⽊本 センニンソウ 草本 ハダカホオズキ 草本 ミツバ 草本
ウリカエデ ⽊本 クルマバソウ 草本 ゼンマイ 草本 ハチジョウススキ 草本 ミツバアケビ ⽊本
ウリカワ 草本 クロウメモドキ ⽊本 センリョウ ⽊本 ハチジョウナ 草本 ミツバウツギ ⽊本
ウリノキ ⽊本 クロガネモチ ⽊本 ソナレムグラ 草本 ハナイカダ ⽊本 ミツバツチグリ 草本
ウリハダカエデ ⽊本 クロマツ ⽊本 ソヨゴ ⽊本 ハナビゼキショウ 草本 ミツバツツジ ⽊本
ウワミズザクラ ⽊本 クロミノニシゴリ ⽊本 ダイコンソウ 草本 ハナミョウガ 草本 ミヤマウメモドキ ⽊本
ウンラン 草本 クロモジ ⽊本 タイトゴメ 草本 ハハコグサ 草本 ミヤマガマズミ ⽊本
エゴノキ ⽊本 ケカモノハシ 草本 タカサブロウ 草本 ハマアオスゲ 草本 ミヤマシキミ ⽊本
エゾカワラナデシコ 草本 ケキツネノボタン 草本 タカトウダイ 草本 ハマエノコロ 草本 ミヤマヨメナ 草本
エゾスカシユリ 草本 ケスゲ 草本 タガネソウ 草本 ハマエンドウ 草本 ムクノキ ⽊本
エゾニュウ 草本 ケチヂミザサ 草本 タガラシ 草本 ハマゴウ ⽊本 ムクロジ ⽊本
エゾノカワラマツバ 草本 ケヤキ ⽊本 タコノアシ 草本 ハマゼリ 草本 ムラサキシキブ ⽊本
エゾノコリンゴ ⽊本 ケヤマハンノキ ⽊本 タチシオデ 草本 ハマナス ⽊本 メギ ⽊本
エゾユズリハ ⽊本 ゲンノショウコ 草本 タチシノブ 草本 ハマナタマメ 草本 メドハギ ⽊本
エノキ ⽊本 ケンポナシ ⽊本 タチツボスミレ 草本 ハマナデシコ 草本 モチツツジ ⽊本
エビネ 草本 コアカソ ⽊本 タニウツギ ⽊本 ハマニガナ 草本 モチノキ ⽊本
エンコウカエデ ⽊本 コアジサイ ⽊本 タニガワハンノキ ⽊本 ハマハタザオ 草本 モッコク ⽊本
オオイタヤメイゲツ ⽊本 コアゼガヤツリ 草本 タブノキ ⽊本 ハマヒサカキ ⽊本 モミ ⽊本
オオカメノキ ⽊本 コウガイゼキショウ 草本 タマガヤツリ 草本 ハマヒルガオ 草本 モミジイチゴ ⽊本
オオジシバリ 草本 コウボウ 草本 タラノキ ⽊本 ハマボウ ⽊本 モミジガサ 草本
オオシマザクラ ⽊本 コウボウシバ 草本 ダンコウバイ ⽊本 ハマボウフウ 草本 ヤシャブシ ⽊本
オオバアサガラ ⽊本 コウボウムギ 草本 タンナサワフタギ ⽊本 ハマボッス 草本 ヤチダモ ⽊本
オオバギボウシ 草本 コウヤボウキ ⽊本 チガヤ 草本 ハママツナ 草本 ヤツデ ⽊本
オオハナウド 草本 コウヤマキ ⽊本 チカラシバ 草本 ハリイ 草本 ヤナギタンポポ 草本
オオハナワラビ 草本 コウヤワラビ 草本 チゴユリ 草本 ハリギリ ⽊本 ヤハズエンドウ 草本
オオバノイノモトソウ 草本 コガクウツギ ⽊本 チシャノキ ⽊本 ハルニレ ⽊本 ヤハズソウ 草本
オオハンゲ 草本 コガマ 草本 チヂミザサ 草本 ハンゲショウ 草本 ヤブウツギ ⽊本
オオベニウツギ ⽊本 コクサギ ⽊本 チドリノキ ⽊本 ハンショウヅル 草本 ヤブカンゾウ 草本
オオマルバノホロシ 草本 コクラン 草本 チマキザサ 草本 ハンノキ ⽊本 ヤブコウジ 草本
オオモミジ ⽊本 コケオトギリ 草本 ツガ ⽊本 ヒイラギ ⽊本 ヤブタバコ 草本
オオヤマザクラ ⽊本 コゴメウツギ ⽊本 ツクバキンモンソウ 草本 ヒカゲスゲ 草本 ヤブツバキ ⽊本
オオヤマツツジ ⽊本 コジキイチゴ ⽊本 ツクバネウツギ ⽊本 ヒカゲツツジ ⽊本 ヤブデマリ ⽊本
オオヤマレンゲ ⽊本 コシダ 草本 ツクバネガシ ⽊本 ヒサカキ ⽊本 ヤブニッケイ ⽊本
オオヨモギ 草本 コナギ 草本 ツゲ ⽊本 ヒノキ ⽊本 ヤブヘビイチゴ 草本

表-3 地域性種苗として供給される流通しない在来植物と傾向 

表-4 地域性種苗として供給される在来植物 

⽊本 草本 ⽊本 草本 ⽊本 草本
252種 290種 287種 45種 89種 266種

187種

地域性種苗として供給される
在来植物 流通しない在来植物

合計542種 合計355種

市場に流通する在来植物 重複

合計332種

網掛けは市場に流通する在来植物と重複していることを示す。 
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3. 地域性種苗の持続可能な供給 

3.1 地域性種苗生産者の地域分布 

  一般社団法人日本植木協会が提供する 2021 年度の地域性苗木の生産者情報 4)に基づいて、都道

府県ごとに地域性種苗生産者の数を集計した。ここで示す生産者は、一般社団法人日本植木協会の

地域性苗木生産研究会に所属しており、地域性種苗を生産するための、発芽や育苗に関する技術を

有する生産者である。生産者は 29 都道府県に分布し、栃木県、愛知県、三重県が最も多く、4 者であ

り、一方で、生産者がいない都道府県も 18 認められる（表-5）。地域別では関東、中部、近畿など都市

圏に比較的生産者が多く、東北・北海道や中国・四国・九州地域で少ない傾向が認められる（図-2）。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 地域性種苗を安定供給するための課題と対策 

地域性種苗の生産は、植栽予定地と同じ地域での生産が適しているが、生産者数が少なく、地理的

にも偏りがある現状では全てを同じ地域で生産することは困難である。種苗生産の傾向として、温暖な

地域の植物を寒冷地で生産することは難しく、寒冷地の植物を温暖な地域で生産する方が容易である
5)。地域性種苗生産者が少ない、東北・北海道の地域性種苗の生産は、地域内から南方の生産者へ生

産を委託することで現状よりも供給を安定化することが期待できる。一方で、中国・四国・九州地域の地

域性種苗の生産は、地域内での生産か、極端な気温低下を伴わない隣接する地域での生産が不可欠

表-5 都道府県別の地域性種苗生産者数 

図-2 地域性種苗生産者の地理的分布 

県名 ⽣産者数
北海道 3
岩⼿県 1
宮城県 1
福島県 1
栃⽊県 4
埼⽟県 2
東京都 2
神奈川県 2
新潟県 2
⻑野県 3
⼭梨県 1
福井県 1
静岡県 2
愛知県 4
岐⾩県 1
三重県 4
滋賀県 2
京都府 3
兵庫県 1
島根県 1
岡⼭県 1
広島県 1
徳島県 1
愛媛県 1
⾼知県 1
福岡県 2
熊本県 1
⼤分県 1
⿅児島県 3
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であり、地域外での地域性種苗生産による供給の安定化は、寒冷地に比べて限定的であると考えられ

る。今後、生産者が少ない北方と南方地域について、異なる地域での生産による地域性種苗の供給の

安定化には、相互移植試験などによる、どの程度気候条件が異なっても生産できるかについての検討

が必要と考えられる。 

 

4. まとめ 

・ 市場に流通する在来植物は約 332 種であり、国内の在来植物の全体の種数のおおよそ 5.8%が流

通することが示唆された。 

・ 地域性種苗として少なくとも 542 種の在来植物が供給されており、そのうちの約 65.5%は市場に流通

しておらず、地域性種苗生産に伴って多くの流通しない在来植物が供給されている。 

・ 地域性種苗生産に伴う在来植物の供給効果は、草本植物で高い傾向を持つ。 

・ 生産者の分布から北方と南方の地域性種苗生産の安定化が課題であり、隣接する地域での地域

性種苗生産によって供給の安定化が期待できる。 

 

5. おわりに 

地域固有の植物や自然景観は、生物多様性の保全にとどまらず、地域の衣食住を支える自然資本と

して地域の文化にも深く影響を与えている。地域の在来植物を使った緑化は、自然と文化の両面で地

域の価値を高めるものであると考えらえる。地域ごとに異なる多様で魅力的な空間を実現するため、筆

者らは今後も様々な地域の在来植物を提供していきたい。 
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